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生活排水処理基本計画-1 

第1章 計画策定の趣旨 

 

第1節  計画の目的 

生活排水対策は、健康で快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全の観点から非常に重

要な事業です。 

生活排水処理基本計画（以下「本計画」といいます。）は、「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」（以下「廃棄物処理法」といいます。）第6条第1項に定める計画を策定するものであり、

猿払村（以下「本村」といいます。）における生活排水処理の現状把握並びに将来予測につい

て総合的に考察し、適正な処理計画を定めるものです。 

本村における生活排水は、集合処理として平成2年度より鬼志別地区で農業集落排水施設に

よる処理が行われ、浜鬼志別地区では平成10年度、知来別地区では平成11年度、浜猿払地区で

は平成16年度から漁業集落排水施設による処理が行われています。これらの施設による処理区

域外では、合併処理浄化槽処理による個別排水処理を推進しています。 

本計画は、目標年次における生活排水の種類別・処理主体別に生活排水処理体系全体の調整

を図り、中・長期的展望に立って処理方法及び処理施設に関する施策を総合的に定めることを

目的としています。 

 

 

※浄化槽法の改正により、浄化槽の定義から「単独処理浄化槽」が削除されたため、本計画で

は「浄化槽」と記している場合は、「合併処理浄化槽」を指すものです。 

 



 

 

生活排水処理基本計画-2 

第2章 生活排水の排出状況 

第1節  生活排水処理体系の現状 

1． 生活排水処理体系 

生活排水は、日常生活において一般家庭から排出される汚水のことをいい、し尿と生活雑

排水（台所・風呂等から生じる排水）に分けられます。 

本村における生活排水の処理体系は、下図に示すとおりです。 

本村の生活排水は、農業集落排水事業及び漁業排水処理事業それぞれの施設により処理を

行っています。これら区域外では合併処理浄化槽による処理を進めています。 

し尿及び浄化槽汚泥の処理は、南宗谷衛生施設組合の南宗谷クリーンセンター・汚泥再生

処理施設で処理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 生活排水処理フロー 
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生活排水処理基本計画-3 

第2節  処理形態別人口 

処理施設別の処理人口を処理形態別人口といい、本村における処理形態別人口の実績を表 

2-1に示します。 

処理形態別人口とは、計画処理区域内人口に対して、農業集落排水や漁業集落排水、合併

処理浄化槽などの処理施設別の処理人口（水洗化人口）で整理したものです。農業集落排水

施設、漁業集落排水施設、合併処理浄化槽によりし尿及び生活雑排水を処理している人口の

行政区域内人口に対する割合を生活排水処理率といい、生活排水処理の指標として用いられ

ます。 

本村における生活排水の処理形態別人口の推移を表 2-1に示します。 

令和6年度における農業集落排水と漁業集落排水事業による水洗化人口は、行政区域内人

口に対して79％となっています。これに合併処理浄化槽による処理人口を合わせた生活排水

処理率は96％であり、本村内の96％の生活排水が適正に処理されている状況です。 

 

表 2-1 処理形態別人口の実績 

（単位：人） 

区   分 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

1.計画処理区域内人口 2,694 2,636 2,622 2,621 2,568 

  2.水洗化･生活雑排水処理人口 2,574 2,524 2,514 2,518 2,466 

    (1)合併処理浄化槽人口 456 453 464 462 437 

  (2)公共下水道人口 - - - - - 

  (3)農業集落排水施設人口 1,046 1,034 1,028 998 1,008 

    (4)漁業集落排水施設人口 1,072 1,037 1,022 1,058 1,021 

  
3.水洗化･生活雑排水未処理人口 

(単独処理浄化槽) 
6 6 6 7 7 

  4.非水洗化人口 114 106 102 96 95 

5.計画処理区域外人口 - - - - - 

生活排水処理率 95.5% 95.8% 95.9% 96.1% 96.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

生活排水処理基本計画-4 

第3節  農業・漁業集落排水事業の現状と概要 

本村では、鬼志別地区において農業集落排水事業を行っています。浜鬼志別地区、知来別地

区、浜猿払地区では漁業集落排水事業を行っています。 

本村における農業・漁業集落排水事業の概要を表 2-2に示します。 

 

表 2-2 農業・漁業集落排水事業の概要 

整備地区 事業 計画人口 供用開始年度 処理方式 

鬼志別 農業集落排水 1,910人 平成2年度 JARUS－Ⅲ方式 

浜鬼志別 漁業集落排水 690人 平成10年度 接触ばっ気法 

知来別 漁業集落排水 510人 平成11年度 接触ばっ気法 

浜猿払 漁業集落排水 220人 平成16年度 接触ばっ気法 

出典：北海道の下水道 2022 

 

令和2年度から令和6年度における農業集落排水事業による水洗化人口と水洗化率を表 2-3、

漁業集落排水事業による水洗化人口と水洗化率を表 2-4に示します。 

いずれも水洗化率は99％以上で推移しており、これらの事業による処理地区における生活排

水のほとんどは適正に処理されているといえます。 

 

表 2-3 農業集落排水事業の整備状況 
区  分 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

計画処理区域内人口（A） 2,694 2,636 2,622 2,621 2,568 

処理区域内人口(B) 1,049 1,037 1,031 1,001 1,011 

普及率(B/A) 38.9% 39.3% 39.3% 38.2% 39.4% 

水洗化人口(C) 1,046 1,034 1,028 998 1,008 

水洗化率(C/B) 99.7% 99.7% 99.7% 99.7% 99.7% 

 

表 2-4 漁業集落排水事業の整備状況 
区  分 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

計画処理区域内人口（A） 2,694 2,636 2,622 2,621 2,568 

処理区域内人口(B) 1,075 1,040 1,025 1,059 1,021 

普及率(B/A) 39.9% 39.5% 39.1% 40.4% 39.8% 

水洗化人口(C) 1,072 1,037 1,022 1,058 1,021 

水洗化率(C/B) 99.7% 99.7% 99.7% 99.9% 100.0% 

 

 

 

 



 

 

生活排水処理基本計画-5 

第4節  浄化槽の設置状況 

農業・漁業集落排水事業による処理区域外の生活排水処理が困難な地域においては、合併処

理浄化槽による処理を進めています。 

令和2年度から令和6年度における合併処理浄化槽の設置基数を表 2-5に示します。設置実績

をみると、設置基数は減少傾向ではあるものの、合併浄化槽の設置は増えており普及が進んで

います。 

令和6年度末において本村における合併処理浄化槽の設置基数の合計は174基となっています。 

 

表 2-5 浄化槽の設置状況（令和2年度～令和6年度） 
区  分 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

鬼志別地区 基 2 4 1 2 0 

浜鬼志別地区 基 0 1 0 0 2 

知来別地区 基 1 0 0 0 0 

浜猿払地区 基 4 0 1 1 1 

浄化槽設置基数合計 基 7 5 2 3 3 

 

表 2-6 浄化槽の設置状況（令和6年度末） 

地区名 設置総数（基） 

鬼志別 44 

浜鬼志別 39 

知来別 24 

浜猿払 67 

浄化槽設置基数合計 174 

 

 

 

 

 



 

 

生活排水処理基本計画-6 

第5節  し尿・浄化槽汚泥の処理の現況 

本村のし尿及び浄化槽汚泥は、昭和45年に設立された南宗谷衛生施設組合（本村、浜頓別町、

中頓別町、枝幸町の3町1村で構成）の南宗谷クリーンセンター（汚泥再生処理施設）で処理を

行っています。収集されたし尿・浄化槽汚泥はメタン発酵処理し、回収したメタンガスを発電

等に再利用するとともに、発酵後の汚泥を堆肥化し農地還元を行っています。 

南宗谷クリーンセンター（汚泥再生処理施設）の概要を表 2-7に示します。 

本村におけるし尿及び浄化槽汚泥の排出実績を表 2-8に示します。し尿、浄化槽汚泥いずれ

も増減はあるものの僅かに減少傾向で推移しています。合計としては減少傾向で推移しており、

令和6年度において671kL/年となっています。 

 

表 2-7 南宗谷クリーンセンター・汚泥再生処理施設の概要 
項目 施設概要 

施設名称 南宗谷クリーンセンター･汚泥再生処理施設 

所在地 枝幸郡浜頓別町智福2丁目13番地(廃棄物処理施設に隣接) 

運転管理 直営、一部委託 

竣工年月 平成15年3月 

処理能力 31kL/日（し尿 11kL、浄化槽汚泥 4kL、生ごみ 10t、下水道汚泥 6m3） 

処理対象物 し尿・浄化槽汚泥、生ごみ、下水道汚泥 

設
備
仕
様 

処理方式 高温メタン発酵＋膜分離高負荷脱窒素処理方式 

メタン発酵設備 ミックスセパレータ、ツインリアクター 

メタンガス利用設備 デュアルフューエル式発電機、蒸気ボイラー 

汚泥堆肥化設備 遠心脱水機、横型回転ドラム式乾燥機、熟成ヤード 

 

表 2-8 し尿・浄化槽汚泥の排出実績 
区  分 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

し尿量（kL/年） 219 201 174 175 191 

浄化槽汚泥量（kL/年） 495 521 528 489 479 

合計（kL/年） 714 722 702 664 671 

1日当たり処理量（L/日） 2.0 2.0 1.9 1.8 1.8 

1人1日当たり平均し尿排出量 

（L/人・日） 
5.3 5.2 4.7 5.0 5.5 

1人1日当たり平均浄化槽汚泥

排出量（L/人・日） 
2.9 3.1 3.1 2.8 3.0 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

生活排水処理基本計画-7 

第3章 生活排水処理計画  

 

第1節  生活排水処理施設整備の基本方針 

本村は環境に恵まれ、豊かな水環境を有しています。この水環境を保全し、住民が健康で、安全か

つ快適な暮らしを営むためには、生活雑排水の処理は必要不可欠なものです。そして、生活排水対策

を推進するためには、住民や事業者の理解と協力が必要です。 

本村における生活排水は、農業集落排水施設や漁業集落排水施設、合併処理浄化槽を中心に生活排

水の適正処理を推進し、公共用水域の水質汚濁防止や水洗化による生活環境の改善を図ってきました。 

生活排水の適正処理の観点から、現在単独処理浄化槽あるいは汲み取りによってし尿を処理してい

る世帯に対しては、合併処理浄化槽への転換を推進し、生活排水処理に関する一層の充実を図ります。 

本村では、今後も引き続き、農業集落排水施設、漁業集落排水施設、合併処理浄化槽の各処理シス

テムを活かし、地域の状況にあわせた施設整備を行い、生活排水処理の適正処理を進めていきます。

村民・事業者・行政が一体となって、水環境保全の重要性について理解を深め、生活排水処理対策に

取組みます。 

 

第2節  計画目標年次 

生活排水処理基本計画における目標年度は、ごみ処理基本計画と整合を図り、令和8年度を計画の

開始として、15年後にあたる令和22年度までを計画期間とします。 

なお、社会情勢や本村を取り巻く環境の変化を考慮し、5年ごとに中間目標年次を設定し、必要に

応じて計画の見直しを行うものとします。 

 

年度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 

内
容 

計
画
策
定
年
次 

    

中
間
目
標
年
次 

    

中
間
目
標
年
次 

    

計
画
目
標
年
次 

図 3-1 計画目標年次の設定 
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生活排水処理基本計画-8 

第3節  計画処理区域 

本計画の計画処理区域は、本村全域とします。 

 

第4節  生活排水処理主体 

本村における生活排水の処理主体は、以下のとおりとします。 

 

表 3-1 生活排水の処理主体 

処理施設 対象となる生活排水 処理主体 

農業集落排水事業 し尿及び生活雑排水 猿払村 

漁業集落排水事業 し尿及び生活雑排水 猿払村 

合併処理浄化槽 し尿及び生活雑排水 個人等 

単独処理浄化槽 し尿 個人等 

し尿処理施設 し尿・浄化槽汚泥 南宗谷衛生施設組合 

 

第5節  生活排水処理の目標 

合併処理浄化槽の普及及び農業集落排水施設・漁業集落排水施設による水洗化の促進を図り、

生活排水処理率の向上を目指します。処理方式は、村内の各地区の実情に対応したものを採用

することとします。 

計画目標年次である令和22年度における生活排水処理形態別人口の目標を表3-2に示します。

令和22年度における生活排水処理率は、98.5％を目標とします。 

 

表 3-2 生活排水処理形態別人口の目標 

区   分 
令和6年度 

（実績） 

令和12年度 

（中間目標） 

令和17年度 

（中間目標） 

令和22年度 

（計画目標） 

1.計画処理区域内人口 2,568 2,493 2,433 2,352 

  2.水洗化･生活雑排水処理人口 2,466 2,430 2,384 2,316 

    (1)合併処理浄化槽人口 437 458 458 453 

  (2)公共下水道人口 - - - - 

  (3)農業集落排水施設人口 1,008 980 958 927 

    (4)漁業集落排水施設人口 1,021 992 968 936 

  
3.水洗化･生活雑排水未処理人口 

(単独処理浄化槽) 
7 5 2 0 

  4.非水洗化人口 95 58 47 36 

5.計画処理区域外人口 - - - - 

生活排水処理率 96.0% 97.5% 98.0% 98.5% 

 

 

 

  



 

 

生活排水処理基本計画-9 

第6節  し尿及び汚泥の処理計画 

(1) し尿・浄化槽汚泥排出量の見通し 

し尿及び浄化槽汚泥の排出量は、将来における処理形態別人口の推計値に基づき算出し

ます。 

し尿及び浄化槽汚泥の排出量の見通しを表 3-3に示します。 

 

表 3-3 し尿及び浄化槽汚泥排出量の見通し 

区  分 
令和6年度 

(実績) 

令和12年度 

(中間目標) 

令和17年度 

(中間目標) 

令和22年度 

（計画目標） 

し尿量（kL/年） 191 116 95 72 

浄化槽汚泥量（kL/年） 479 507 505 496 

合計（kL/年） 671 623 600 568 

1日当たり処理量（L/日） 1.8 1.7 1.6 1.6 

 

(2) 収集・運搬計画 

し尿・浄化槽汚泥の収集運搬区域は、本村の行政区域内を対象とします。 

収集運搬は、南宗谷衛生施設組合が指定する委託業者が行う体制とし、本村のし尿・浄

化槽汚泥の収集・運搬は事業者に委託するものとします。 

 

(3) 処理計画 

本村のし尿及び浄化槽汚泥は、南宗谷クリーンセンター（汚泥処理施設）で処理してい

ます。 

今後も同様に南宗谷クリーンセンター（汚泥処理施設）にて処理を行う計画とします。 

 

  



 

 

生活排水処理基本計画-10 

第4章 その他の計画 

 

公共用水域の水質汚濁防止や水環境保全に向けた生活排水に関する情報を、住民や事業者に

周知します。ならびに農業・漁業集落排水施設や浄化槽の効果・役割について啓発を行い、住

民の水環境保全に対する意識の向上を図ります。 

また、浄化槽については、定期的な保守点検、清掃及び定期検査の重要性について周知を図

るため、定期的な広報や啓発活動に努めることとします。 
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